
取組みの方針

５年間の継続運行

公共交通への
自動運転技術
の導入

技術の検証

社会受容性の向上

レベル４
自動運転

・５年間の継続運行で技術の検証を進めると共に社会受容性の向上を図り、レベル４自動運転を目指す

・短期間の実験では把握できなかった季節や天候などの課題抽出と対応策を検討

・自動運転バスのビジネスモデルの構築を図り、継続運行の成果とあわせて公共交通への自動運転技術

の導入を目指す

走行環境の整備
・信号協調・インフラ協調システムの整備
・円滑な運行に向けたバス停や路面標示等の整備

自動運転技術等の向上
・手動介入箇所等の走行状況の検証
・無人運行を見据えた決済方法等の検証

理解の向上と意識の醸成
・自動運転バスの継続運行 
・イベント等における乗車体験の実施

自動運転バスの認知度の向上
・自動運転バスに係る広報の実施
・啓発看板等の設置

・交通事業者、技術提携企業・大学、スポンサー企業、行政が一体となった体制の構築
運行・運営体制の構築

ビジネスモデルの構築

レベル 4自動運転に向けたロードマップ
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